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ネット班の仕事 →ネットに関わればほぼ何でも……

①サイバーセキュリティー
・ランサムウェア攻撃
・DDoS攻撃
・フィッシング 等

②ネット、SNSや生成AIの悪用
偽・誤情報
・選挙とSNS、 影響工作
・ダークパターンなど広告
・子どもとSNS、依存等

③データ報道
・SNS

・衛星画像
・位置情報 等



2025年7月参院選

・参政党の躍進

・「高齢女性は子どもを産めな
い」発言に関連する投稿につい
てのSNS分析

・投稿集団のリポストを分析

・批判的な投稿集団と擁護的な
投稿集団のリポスト関係を分析

・双方に交流少なく、Ｘ上の言
論は分断傾向でエコーチェン
バーが起きていることを分析、
可視化

読売新聞オンライン2025年8月26日朝刊1面

■選挙とSNS分析



2026年2月23日
朝刊

・衆院選公示前
から、高市首相
や日本の政策を
批判する内容を
投稿、拡散する
アカウントが約
3000件

・協調的な動き
があり、中国系
の影響工作の可
能性

2026年2月10日
朝刊

・Ｘ分析で高市
首相フォロワー
数が急増

・動画再生回数
もダントツ

・SNS上の人気
が投票行動につ
ながった可能性

■影響工作 ■選挙とSNS分析



■性的広告 2025年6月4日朝刊

▽きっかけは自分のスマホに出てくるエロ広告への不快感
小学生の息子も目にするサイトに出てくる

▽報道にあたって
①当事者 市民団体のメンバーなどに被害取材。広告の出

稿側である電子コミックやゲーム、媒体のゲー
ム情報サイト、ネット広告代理店
★電子コミックの業界団体が自主規制を開始

②目的 「アダルトサイトでは埋もれるが、一般サイ
   トに刺激的な広告が出ると反応がいい」

③手段 運用型広告の仕組み

④対策 どこからが「性的」か。表現の自由による規制
の壁。海外の広告審査機関と日本広告審査機構
（JARO）の違い。広告ブロック機能やアプリ



2025年4月12日朝刊

▽１月以降、Ｘで証券口座乗っ取り被害の報告相次ぐ

▽報道にあたって
①当事者 被害者はＸで連絡とって話してくれる方

を探す。加害者はあたれず

②目的 銀行口座と違い、証券口座はすぐに現金を
引き出せるわけではない。売買と株価の動
きを専門家に取材。のっとった証券口座を
使い、株価が低く動きも少ない「低位株」
を大量購入して株価をつりあげ、あらかじ
め保有していた株を売却して売却益を得る
「相場操縦」の動き

③手段 フィッシングとマルウェアの２パターン
フィッシングは報告件数などで裏付け
マルウェアまでは被害危機解析ができない
ので裏付けとれず

④対策 取引のスピードが重要な証券会社が顧客離
れを恐れ、二段階認証導入に遅れ。日本証
券業協会が業界全体で取り組み



■子どもとSNS

・欧米で広がるSNS規制、プラットフォー
マー規制

・特に子どもの保護観点で進むが、日本は
まだ慎重姿勢

・今後の国の動向に注目

今後の報道は……

・健全な情報空間をどうつくっていくか
・利便性と権利侵害の実態
・プラットフォマーと政府の動き

これらを丁寧に伝えていく
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